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新
年

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

同
窓
会
会
員
、
教
職
員
の
皆
様
に
は
、

お
元
気
で
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
拝

察
い
た
し
ま
す
。

旧
年
中
は
、
同
窓
会
活
動
に
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
と
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
、
二
〇
二
〇
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
招
致
が
決
定
、
経
済
は
ア
ベ
ノ
ミ
ク

ス
効
果
で
大
企
業
を
中
心
に
景
気
が
上

向
き
に
な
っ
て
き
ま
し
た
が
地
方
の
中

小
企
業
で
は
厳
し
い
状
況
は
変
わ
っ
て

い
ま
せ
ん
。
今
年
は
４
月
か
ら
の
消
費

税
ア
ッ
プ
、
年
金
減
額
、
軽
自
動
車
税

等
な
ど
私
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳

し
い
限
り
で
す
。
国
民
生
活
も
福
祉
の

充
実
、
若
者
の
安
定
雇
用
等
プ
ラ
ス
方

向
へ
早
く
向
か
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

さ
て
、
同
窓
会
で
は
、
平
成
二
五
年
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六
月
一
五
日
の
第
一
回
役
員
会
に

お
い
て
、
平
成
二
四
年
度
の
事
業

報
告
、
決
算
・
監
査
報
告
、
二
五

年
度
の
行
事
・
予
算
・
部
会
代
表

委
員
改
選
・
同
窓
会
発
足
三
〇
周

年
記
念
事
業
な
ど
の
審
議
を
行
な

い
満
場
一
致
で
可
決
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

同
窓
会
は
、
昭
和
五
八
年
三
月

六
日
、
会
員
相
互
の
親
睦
並
び
に

会
員
と
の
連
絡
を
図
り
母
校
の
発

展
充
実
に
協
力
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
定
時
制
九
七
名
、
通
信
制

九
六
名
の
第
一
回
卒
業
生
一
九
三

名
に
よ
っ
て
江
津
高
等
学
校
同
窓

会
と
し
て
発
足
、
卒
業
生
は
八
千

八
百
名
を
超
え
る
ま
で
に
な
り
、

社
会
の
各
分
野
で
活
躍
し
て
い
ま

す
。
昨
年
三
月
六
日
発
足
三
〇
周

年
の
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。

ま
し
た
。

さ
て
、
今
年
度

｢

心
ワ
ク
ワ
ク

湧
心
館｣

を
学
校
ス
ロ
ー
ガ
ン
と

し
て
、
学
校
行
事
、
授
業
、
人
間

関
係
、
環
境
に
至
る
ま
で
、
心
が

ワ
ク
ワ
ク
す
る
取
り
組
み
を
み
ん

な
で
考
え
、
い
く
つ
か
の
こ
と
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
全
・
定
・
通

で
校
内
美
化
作
業
や
花
壇
づ
く
り

を
し
た
り
、
湧
定
祭
で
作
成
し
た

『

竹
あ
か
り』

と
通
信
制
が
作
っ

た
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
フ
を
校
門
に

飾
り
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
日
ご
ろ

の
感
謝
の
気
持
ち
を
表
し
ま
し
た
。

ま
た
、
全
・
定
・
通
合
同
の
授
業

参
観
や
研
修
会
を
行
い
ま
し
た
。

生
徒
と
教
師
、
教
師
と
教
師
、
教

師
と
保
護
者
、
同
窓
生
等
、
す
べ

同
窓
会
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
本

校
の
教
育
活
動
に
御
理
解
と
御
協
力
を

い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た
、
今
年
度
は
同
窓
会
創
立
30
周
年

に
あ
た
り
、
記
念
碑
の
建
立
、
祝
賀
会

と
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
同
窓

会
と
職
員
の
絆
を
強
め
る
大
き
な
働
き

に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

平
成
25
年
度
は
湧
心
館
高
校
に
と
っ

て
良
い
年
で
し
た
。
未
熟
な
生
徒
達
が

迷
っ
た
り
、
失
敗
し
た
り
す
る
場
面
も

た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ

れ
以
上
に
、
学
校
行
事
に
主
体
的
に
参

加
し
て
友
情
を
深
め
る
姿
や
、
講
演
会

等
に
お
い
て
相
手
に
敬
意
を
払
い
、
話

に
耳
を
傾
け
、
共
感
す
る
こ
と
が
で
き

る
湧
心
生
が
た
く
さ
ん
い
る
こ
と
な
ど
、

喜
び
を
感
じ
る
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り

て
の
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
総
量
を
増
や
す
こ
と
、
理
解
し

合
い
、
支
え
合
う
関
係
を
重
視
す

る
こ
と
で
、
組
織
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

が
大
き
く
な
っ
て
い
く
。
そ
う
な

る
こ
と
で
、
今
ま
で
で
き
な
か
っ

た
こ
と
が
、
ふ
っ
と
で
き
る
よ
う

に
な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

為
の
一
歩
と
し
て

『

繋
が
る
、
協

働
す
る』

活
動
を
進
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
す
ぐ
に
結
果
は

出
な
い
で
し
ょ
う
が
、
長
い
目
で

見
守
っ
て
い
た
だ
き
、
一
層
の
御

支
援
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

お
わ
り
に
25
年
度
の
本
校
職
員

の
特
別
な
喜
び
を
。
結
婚
し
た
人
、

子
ど
も
を
授
か
っ
た
人
、
日
本
一

に
な
っ
た
人
、
採
用
試
験
に
合
格

し
た
人
…
…
何
よ
り
も
大
い
な
る

平
凡
の
う
ち
に
一
年
を
過
ご
せ
た

人
、
み
ん
な
何
某
か
の
喜
び
を
与

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
湧
心
館
で
の

出
会
い
に
感
謝
で
す
。

同
窓
会
で
は
、
次
の
記
念
事
業

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

一
、
記
念
碑
の
建
立

・
校
章
・
校
訓
・
校
歌
・
沿
革

を
刻
み
、
正
門
入
っ
て
左
側
に

設
置
し
ま
し
た
。

二
、
同
窓
会
発
足
三
〇
周
年
記
念

総
会
及
び
祝
賀
会

・
日
時

十
月
六
日

(

日
曜
日)

・
場
所

熊
本
全
日
空
ホ
テ
ル

ニ
ュ
―
ス
カ
イ

・
一
三
〇
名
の
出
席

三
、
寄
付
金
へ
の
ご
協
力

以
上
、
発
足
三
〇
周
年
を
卒
業

生
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
学
校
、
地
域
の
皆

様
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
お
祝
い

す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
記
念

事
業
を
成
功
裏
に
無
事
に
終
了
致

し
ま
し
た
の
も
関
係
各
位
の
皆
様

の
ご
支
援
ご
協
力
の
賜
物
と
多
く

の
出
会
い
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

本
校
へ
お
い
で
の
折
に
は
記
念
碑

を
是
非
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
と
お

も
い
ま
す
。

同
窓
会
行
事
は
、
今
年
も
例
年

同
様
の
計
画
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
の
で
ご
協
力
ご
支
援
下
さ
い
ま

す
よ
う
に
お
願
い
致
し
ま
す
。

本
年
が
、
皆
様
に
と
っ
て
、
輝

か
し
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
、
ご

健
康
と
ご
多
幸
を
ご
祈
念
申
し
上

げ
ま
し
て
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す

����������同
窓
会
会
長

平

川

誠

二

����������湧
心
館
高
校
長

小

林

博

◎
湧
心
館
高
校

創
立
三
〇
周
年
記
念
碑

同
窓
会
発
足
三
〇
周
年
記
念
事
業

の
一
環
と
し
て
、
記
念
碑
を
平
成

二
五
年
一
〇
月
四
日
、
本
校
敷
地

内
に
建
立
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。

こ
れ
も
ひ
と
え
に
学
校
当
局
の
ご

理
解
と
同
窓
会
会
員
の
み
な
さ
ま

の
ご
支
援
の
賜
物
と
感
謝
申
し
上

げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
記
念
碑
が
在
校
生
の
シ
ン
ボ

ル
と
な
っ
て
、
学
校
が
益
々
発
展

す
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。
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な
お
、
設
計
施
工
は
、
有
限
会
社

石
翔
せ
き
し
ょ
う様
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

◎
江
津
高
校

創
立
一
〇
周
年
記
念
碑

及
び
校
歌
碑

(

き
れ
い
に
清
掃
致
し
ま
し
た)

※
い
ず
れ
も
同
窓
会
よ
り
寄
贈 ����

��������

平成25年度同窓会予算書
１. 一般会計

(収入の部) 単位：円
科 目 本年度予算額 前年度予算額 増 減 備 考

会 費 1,975,000 1,800,000 175,000
全日制 115名×5,000円
定時制 40名×5,000円
通信制 240名×5,000円

繰 越 金 350,543 638,925 △288,382
雑 収 入 57 75 △18 預金利息

計 2,325,600 2,439,000 △113,400

(支出の部) 単位：円
科 目 当初予算額 前年度予算額 増 減 備 考

事務通信費 650,000 650,000 0 同窓会新聞郵送料､ 封筒印刷代､ ホームページ年間管理料
会 議 費 250,000 250,000 0 役員会活動費､ 役員懇談会
学校行事費 200,000 200,000 0 卒業証書用ホルダー
会 報 費 200,000 200,000 0 同窓会新聞印刷代､ 新聞広告代
名簿管理費 150,000 150,000 0 同窓会新聞郵送用宛名シール代
給 与 60,000 60,000 0 事務補助職員手当
積 立 金 650,000 650,000 0 同窓会積立金
予 備 費 165,600 279,000 △113,400

計 2,325,600 2,439,000 △113,400

２. 特別会計� 前年度からの繰越金 5,388,294円� 同窓会発足30周年記念事業 3,000,000円� 残高 (�－�) 2,388,294円

(残高の部) 単位：円
収入決算額 支出決算額 残高合計 摘 要

2,424,062 2,073,519 350,543 残高は平成25年度へ繰り越し

(支出の部) 単位：円
科 目 当初予算額 更正額 更正予算額 決算額 予算残額 備 考

事務通信費 650,000 91,000 741,000 740,700 300 同窓会新聞郵送料､ 封筒印刷代､ ホームページ年間管理料
会 議 費 250,000 0 0 229,068 20,932 役員会活動費､ 役員懇談会
学校行事費 200,000 0 0 199,620 380 卒業証書用ホルダー
会 報 費 200,000 0 0 121,040 78,960 同窓会新聞印刷代､ 新聞広告代
名簿管理費 150,000 0 0 60,900 89,100 同窓会新聞郵送用宛名シール代
給 与 60,000 0 0 44,650 15,350 事務補助職員手当
積 立 金 650,000 0 0 650,000 0 同窓会積立金へ充当
予 備 費 279,000 △91,000 188,000 27,541 160,459 ドメイン名登録サービス契約更新料､ 弔電代

計 2,439,000 0 2,073,519 365,481

１. 一般会計
(収入の部) 単位：円

科 目 当初予算額 補正予算額 決 算 額 増 減 備 考
会 費 1,800,000 0 1,785,000 △15,000 357名×5,000円
繰 越 金 638,925 0 638,925 0
雑 収 入 75 0 137 62 預金利息

計 2,439,000 0 2,424,062 △14,938

平成24年度同窓会決算書

関係諸帳簿及び書類を監査した結果､ 上記のとおり相違
なく正確かつ適法に執行されていることを認めます｡

平成25年５月18日

３. 監査報告

２. 特別会計 単位：円
収 入 支 出 残 高

残高は平成25年度へ繰り越し前年度繰越金 本年度積立金 預金利子 合 計

4,737,810 650,000 1,114 5,388,924 0 5,388,924

永
年
功
労
者
を
表
彰
し
ま
し
た
。

三
〇
年

平
川
誠
二(

校
長
表
彰)

三
〇
年

牛
嶋
慶
子(

会
長
表
彰)

二
〇
年

高
松
幸
代(

会
長
表
彰)

二
〇
年

吉
田
正
明(

会
長
表
彰)

����� ������



執
行
部
も
各
行
事
の
企
画
運
営
に

充
実
し
た
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

７
月
２
日(

火)

か
ら
３
日
間
、

２
年
生
は
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を

実
施
し
た
。
本
年
度
は
全
て
の
生

徒
が

企
業

で
の

職
場

実
習

を
行

い
、

望
ま

し
い

勤
労

観
・

職
業
観
を
身
に
付
け
た
。
事
前
の

依
頼
や
終
了
後
の
お
礼
状
書
き
な

ど
、
親
や
教
師
以
外
の
大
人
と
応

対
す
る
こ
と
は
、
貴
重
な
経
験
に

な
っ
た
に
違
い
な
い
。

10
月
11
日

(

金)

、
芸
術
鑑
賞

で
は
、
本
校
太
鼓
部
を
指
導
さ
れ

て
い
る
鼓
天
響
先
生
が
主
宰
さ
れ

て
い
る
鼓
心
会
の
太
鼓
と
津
軽
三

味
線
の
演
奏
が
行
わ
れ
、
日
本
の

伝
統
文
化
を
大
い
に
堪
能
し
た
。

翌
12
日

(

土)

、
文
化
祭
を
実
施

し
た
。
大
会
テ
ー
マ

｢

心
ワ
ク
ワ

ク
湧
心
祭
〜
今
か
ら
未
来
へ
〜｣

の
下
、
勇
壮
な
湧
心
太
鼓
の
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
に
始
ま
り
、
ス
テ
ー
ジ

発
表
や
ク
ラ
ス
展
示
に
若
々
し
い

感
性
が
表
現
さ
れ
た
。
生
徒
に
よ

る
食
バ
ザ
ー
も
好
評
で
収
益
金
は

赤
い
羽
根
共
同
募
金
に
寄
付
さ
れ

た
。
ま
た
、
育
友
会
の
食
バ
ザ
ー

も
盛
況
で
生
徒
も
大
喜
び
だ
っ
た
。

好
天
に
恵
ま
れ
来
場
者
も
多
く
、

本
校
生
の
活
動
が
着
実
に
地
域
社

会
に
理
解
さ
れ
て
い
る
手
応
え
を

感
じ
た
。

３
年
生
の
進
路
状
況
に
つ
い
て

は
、
３
分
の
１
が
就
職
希
望
、
３

分
の
２
が
進
学
希
望
で
あ
り
、
こ

こ
数
年
県
内
の
大
学
や
専
門
学
校

へ
の
進
学
希
望
者
が
増
え
る
傾
向

が
続
い
て
い
る
。
就
職
に
つ
い
て

は
、
全
県
的
に
厳
し
い
状
況
が
続

い
て
い
る
が
、
３
年
部
と
進
路
指

導
部
を
中
心
に
粘
り
強
く
取
り
組

ん
で
い
る
。

第
17
代
校
長
に
小
林
博
校
長
を

迎
え
、｢

心
ワ
ク
ワ
ク
湧
心
館｣

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
平
成
25

年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

４
月
８
日

(

月)

に
全
日
制
第

18
回
入
学
式
を
挙
行
し
、
希
望
に

満
ち
た
新
入
生
157
人(

男
子
69
名
、

女
子
88
名)

を
迎
え
た
。
五
月
晴

れ
の
５
月
18
日

(

土)

、
体
育
大

会
を
実
施
し
た
。
大
会
テ
ー
マ

｢

懸
崖
撒
手
〜
さ
ら
な
る
力
・
さ

ら
な
る
勇
気
〜｣

の
と
お
り
、
マ

ス
ゲ
ー
ム
や
ダ
ン
ス
や
武
道
発
表

な
ど
、
全
員
一
致
協
力
し
活
気
あ

る
大
会
を
創
り
上
げ
た
。
年
々
来

場
者
数
が
増
え
て
お
り
、
生
徒
の

励
み
に
な
っ
て
い
る
。

６
月
上
旬
の
高
校
総
体
・
総
文

祭
に
は
、
サ
ッ
カ
ー
、
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
、
硬
式
テ
ニ
ス
、
卓
球
、

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
陸
上
競
技
、
剣

道
、
演
劇
、
書
道
、
写
真
、
茶
道

の
各
部
が
参
加
し
、
日

頃
の
成
果
を
発
揮
し
、

よ
く
健
闘
し
た
。
Ｋ
Ｋ

ウ
ィ
ン
グ
で
の
総
体
開

会
式
の
模
様
が
テ
レ
ビ

放
映
さ
れ
、
生
徒
・
職

員
一
同
体
育
館
で
鑑
賞

し
た
が
、
本
校
の
堂
々

の
入
場
行
進
に
拍
手
と

歓
声
が
湧
き
起
こ
っ
た
。

夏
の
全

国
高
校
野

球
選
手
権

大
会
熊
本

県
大
会
で

は
、
１
回

戦
で
松
橋

高
校
と
対

戦
し
10
対

２
で
勝
利

し
、
６
年

ぶ
り
の
初
戦
突
破
を
果
た
し
た
。

続
く
玉
名
工
業
高
校
戦
も
息
詰
ま

る
熱
戦
と
な
り
、
４
対
８
で
破
れ

は
し
た
も
の
の
湧
心
魂
を
遺
憾
な

く
発
揮
し
、
応
援
ス
タ
ン
ド
も
大

い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

６
月
21
日

(

金)

に
は
、
生
徒

会
役
員
選
挙
が
行
わ
れ
、
会
長
候

補
に
６
名
が
立
候
補
す
る
激
戦
の

中
、
堀
内
春
菜
さ
ん
が
新
し
い
生

徒
会
長
に
当
選
し
た
。
新
生
徒
会
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湧
心
魂｣

が
込
め
ら
れ
て
い
る

よ
う
で
迫
力
が
あ
り
ま
し
た
。
日

頃
も
地
域
の
行
事
や
施
設
の
慰
問

等
で
学
校
と
地
域
を
結
ぶ
橋
渡
し

交
流
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
同
窓
会
の
皆
様
方

の
ご
指
導
、
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

副
校
長
に
前
田
三
千
治
先
生
が

人
吉
高
校
教
頭
職
か
ら
本
校
へ
定

期
異
動
で
勤
務
さ
れ
て
い
ま
す
。

����会員の皆様に｢江
極
だ
よ
り｣

二
五
号
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。

今
号
は
、
三
四
年
目
を
迎
え
た
母

校
の
近
況
と
同
窓
会
発
足
三
〇
周

年
記
念
事
業
の
概
要
な
ど
掲
載
し

ま
し
た
の
で
ご
覧
下
さ
い
。
皆
様

の
ご
意
見
ご
感
想
等
、
同
窓
会
事

務
局
ま
で
お
寄
せ
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。

江
極
編
集
委
員
会

�������������������� �����������������会
員
の
身
上
に
、
変
更

(

住
所
や

氏
名
等)

が
発
生
し
た
場
合
は
、

速
や
か
に
同
窓
会
事
務
局
へ
！

電

話
０
９
６
・
３
７
２
・
５
３
１
１

F
a
x
０
９
６
・
３
６
４
・
９
３
８
２

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
問
い
合
わ
せ

フ
ォ
ー
ム
か
ら
ど
う
ぞ

本
年
度
通
信
制
は
、
新
入
生
128

名
、
転
・
編
入
生
141
名

(

４
月
99

名
、
５
月
９
名
、
９
月
33
名)

が

新
た
に
入
学
、
活
動
生
総
数
683
名

(

12
月
現
在)

で
す
。

○
４
月
14
日
の
入
学
式
で
は
、
小

林
博
校
長
が
式
辞
の
中
で
、
本
校

教
育
の
特
色
を
一
言
で
表
す
な
ら

｢

自
主
・
自
立｣

の
精
神
で
物
事
を

行
う
、
あ
る
い
は
そ
の
精
神
を
養

う
こ
と
で
す
。
皆
さ
ん
に
は

｢

自

分
の
力
を
信
じ
る
こ
と｣

、｢
い
つ

も
笑
顔
で
い
る
こ
と｣

の
二
つ
を

期
待
し
た
い
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
、
新
入
生
代
表
の

梅
田
茜
さ
ん
が
、
通
信
制
で
学
ぶ

決
意
を
力
強
く
宣
誓
し
ま
し
た
。

○
前
期
ス
ク
ー
リ
ン
グ
は
、
本
校

が
４
月
21
日
、
協
力
校
は
４
月
28

日
か
ら
開
始
さ
れ
、
気
持
ち
も
新

た
に
通
信
制
の
学
習
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

○
６
月
９
日
、
第
63
回
県
定
通
総

合
体
育
大
会
が
本
校
体
育
館
等
で

開
催
さ
れ
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
男
子
・

女
子
、
卓
球
女
子
、
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
女
子
が
団
体
優
勝
、
個
人
戦
で

も
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
女
子
ダ
ブ
ル
ス
、

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
女
子
、

卓
球
女
子
が
優
勝
、
僅

か
な
練
習
期
間
と
い
う

ハ
ン
デ
ィ
を
乗
り
越
え
、

輝
か
し
い
成
果
を
上
げ

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

８
月
に
開
催
さ
れ
た
全

国
定
通
総
合
体
育
大
会

に
は
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
、
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
、
卓
球
の
４
競

技
に
選
手
20
名
が
出
場

し
健
闘
し
ま
し
た
。

○
９
月
27
日
、
平
成
25
年
度
前
期

卒
業
式
が
挙
行
さ
れ
、
４
年
生
15

名
に
小
林
博
校
長
か
ら
卒
業
証
書

が
授
与
。
卒
業
生
代
表
の
奥
村
健

介
さ
ん
が
通
信
制
の
思
い
出
や
感

謝
の
気
持
ち
を
述
べ
、
各
々
が
将

来
の
希
望
を
胸
に
本
校
を
巣
立
っ

て
い
き
ま
し
た
。

○
９
月
29
日
に
行
わ
れ
た

｢

校
内

生
活
体
験
発
表
会｣

で
は
、
３
名

の
発
表
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
体
験
に

基
づ
く
高
校
生
活
や
将
来
の
希
望

等
に

つ
い

て
語

り
、

そ
の

内
容

は
感

動
的
で
胸
の
熱
く
な
る
も
の
で
し

た
。
結
果
、｢

今
の
幸
せ｣

と
い

う
題
で
、
通
信
制
編
入
学
へ
の
思

い
を
語
っ
た
４
年
生
の
藤
川
大
輔

さ
ん
が
県
定
通
文
化
大
会
の
代
表

に
選
ば
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
当
日

は

｢

文
化
発
表
会｣

も
開
催
さ
れ
、

太
鼓･

ピ
ア
ノ
演
奏
等
の
ス
テ
ー
ジ

発
表
や
美
術
・
書
道
・
生
花
・
生

活
ク
ラ
ブ
等
の
作
品
展
示
が
行
わ

れ
、
文
化
系
ク
ラ
ブ
・
芸
術
系
授

業
等
の
活
動
成
果
発
表
の
場
と
し

て
、
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

○
10
月
13
日
に
は
、
県
定
通
文
化

大
会
が
熊
本
テ
ル
サ
ホ
ー
ル
で
開

催
さ
れ
、
生
活
体
験
発
表
の
部
で

は
、
通
信
制
代
表
の
藤
川
大
輔
さ

ん
が
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
で
淡
々

と
語
り
か
け
、
聴
く
者
の
心
に
強

い
感
動
を
与
え
ま
し
た
。
ま
た
、

同
会
場
で
行
わ
れ
た
展
示
会
に
は
、

通
信
制
か
ら
も
美
術
・
書
道
・
生

花
・
生
活
ク
ラ
ブ
等
の
作
品
を
展

示
し
ま
し
た
。

○
10
月
27
・
28
日
に
は
、
ク
ラ
ス

マ
ッ
チ

｢
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会｣

を
第

１
体
育
館
で

開
催
。
４
グ

ル
ー
プ

(

各

５
〜
６
チ
ー

ム)

で
予
選

リ
ー
グ
、
各

グ
ル
ー
プ
の

１
位
に
よ
る

決
勝
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
を
行
い
、
27
日
は

｢

芦
北

協
力
校｣

チ
ー
ム
、
28
日
は

｢

１

年
男
子｣

チ
ー
ム
が
優
勝
し
ま
し

た
。
日
頃
の
運
動
不
足
を
感
じ
さ

せ
な
い
熱
戦
が
続
き
、
参
加
者
は

競
技･

応
援
に
積
極
的
に
参
加
、

仲
間
と
の
交
流
を
楽
し
み
ま
し
た
。

○
12
月
８
日
、
本
年
度
第
２
回
生

徒
総
会
を
開
催
。
役
員
改
選
に
よ

り
生
徒
会
長
が
３
年
生
の
上
野
郁

美
さ
ん
か
ら
３
年
生
の
荒
木
ル
ミ

サ
さ
ん
へ
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
さ
れ
ま

し
た
。
本
年
度
の
生
徒
会
は
、
生

徒
会
活
動
の
活
性
化
と
広
報
活
動

(

ポ
ス
タ
ー
作
成
等)

に
取
組
、

ひ
と
り
一
人
が
互
い
に
つ
な
が
る

こ
と
の
大
切
さ
を
再
認
識
さ
せ
て

く
れ
ま
し
た
。
12
月
14
・
15
日
に

は
、
沖
縄
で
開
催
さ
れ
る
九
州
地

区
高
等
学
校
通
信
制
生
徒
会
役
員

交
流
会
へ
４
名
の
生
徒
が
参
加
し
、

活
動
報
告
を
行
い
ま
す
。

本
年
度
通
信
制
で
は
、
通
信
制

教
育
活
動
等
を
中･

高
校
生
や
そ

の
関
係
者
及
び
地
域
社
会
へ
広
く

紹
介
し
て
周
知
す
る
た
め
、
中
学

校
・
高
校
へ
の
説
明
会
や
学
校
Ｈ

Ｐ
の
改
善
に
取
組
ま
し
た
。
ま
た
、

よ
り
多
く
の
人
に

｢

学
び
の
場｣

を
提
供
す
る
た
め
に
次
年
度
か
ら

｢

後
期

(

10
月)

入
学｣

を
導
入

し
ま
す
。
今
後
更
に
、
パ
ソ
コ
ン

や
ス
マ
ホ
な
ど
の
情
報
シ
ス
テ
ム

を
活
用
し
た
通
信
教
育

(

ｅ
・
ラ
ー

ニ
ン
グ)

に
つ
い
て
も
研
究
を
進

め
る
予
定
で
す
。

ど
う
ぞ
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
、

同
窓
生
の
皆
様
方
の
御
指
導
・
御

支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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お
知
ら
せ

平
成
二
十
六
年
度
行
事
予
定

４
月
８
日

(

火)

入
学
式

(

全
日
制)

４
月
９
日

(

水)

入
学
式

(

定
時
制)

４
月
13
日

(

日)

入
学
式

(

通
信
制)

５
月
17
日

(

土)

体
育
大
会

(

全
日
制)

６
月
８
日

(

日)

県
定
通
体
育
大
会

９
月
21
日

(

日)

前
期
卒
業
式

(

通
信
制)

10
月
１
日

(

水)

後
期
入
学
式

(

通
信
制)

10
月
５
日

(

日)

文
化
発
表
会

(

通
信
制)

10
月
11
日

(

土)

湧
心
祭

(

全
日
制)

10
月
12
日

(

日)

県
定
通
文
化
大
会

11
月
７
日

(

金)

湧
定
祭

(

定
時
制)

３
月
１
日

(

日)

卒
業
式

(

全
日
制)

３
月
１
日

(

日)

卒
業
式

(

定
時
制)

３
月
15
日

(

日)

後
期
卒
業
式

(

通
信
制)

ま
た
、
振
興

会

(

保
護
者

会)

に
は
い

つ
も
の
お
い

し
い
豚
汁
等

の
バ
ザ
ー
や

ス
テ
ー
ジ
で

は
ダ
ン
ス
で

盛
り
上
げ
て

い
た
だ
き
ま

し
た
。
多
く

の
地
域
の
方

々
や
全
日
制
の
生
徒
を
は
じ
め
生

徒
の
校
外
で
の
友
人
達
も
見
に
来

て
く
れ
て
、
楽
し
い
思
い
出
づ
く

り
が
で
き
ま
し
た
。

○
進
路
決
定
状
況(

11
月
末
現
在)

は
、
進
学
決
定
者
３
名
、
就
職
決

定
者
は
８
名
で
す
。
卒
業
予
定
者

全
員
が
進
路
目
標
を
達
成
で
き
る

よ
う
、
進
路
指
導
部
を
中
心
に
職

員
全
員
で
支
援
し
て
い
ま
す
。

○
各
種
検
定
取
得
状
況

(

11
月
末

現
在)

は
、
全
商
簿
記
実
務
検
定

１
級
会
計
３
名
、
３
級
１
名
。
全

商
珠
算
電
卓
検
定
１
級
５
名
。
全

商
ビ
ジ
ネ
ス
文
書
実
務
検
定
１
級

２
名
、
１
級
速
度
２
名
、
１
級
ビ

ジ
ネ
ス
１
名
、
２
級
２
名
、
３
級

２
名
、
３
級
速
度
１
名
。
全
商
情

報
処
理
検
定
１
級
２
名
、
３
級
１

名
。
延
べ
22
名
が
合
格
し
ま
し
た
。

○
そ
の
ほ
か
に
、
玄
関
に
は
、
定

時
制
教
諭
、
原
明
倫
先
生
の
大
字

作
品

｢

湧
心
魂｣

の
扁
額
が
飾
ら

れ
ま
し
た
。
熊
本
県
頑
張
る
高
校

生
表
彰
を
米
村
政
紀
君
が
受
賞
し

ま
し
た
。
研
修
旅
行
は
沖
縄
を
襲
っ

た
台
風
の
影
響
で
１
月
に
延
期
さ

れ
ま
し
た
。

○
最
後
に
同
窓
会
に
頂
い
た
太
鼓

は
定
時
制
を
中
心
に
全
日
制
の
部

員
も
含
め
て

湧
心
太
鼓
が

部
活
動
で
大

活
躍
で
す
。

同
窓
会
創
設

30
周
年
パ
ー

テ
ィ
ー
で
は

先
輩
方
へ
の

感
謝
を
込
め

た
演
奏
を
披

露
し
ま
し
た
。

ひ
と
き
わ

本
年
度
、
定
時
制
課
程
は
34
名

の
新
入
生
を
迎
え
、
生
徒
数
148
名

(

男
79
名
、
女
69
名
、
昨
年
比
56

名
減)

で
出
発
し
ま
し
た
。

本
年
度
、
着
任
さ
れ
た
小
林
博

校
長
は
、
定
時
制
の
み
な
ら
ず
全

日
制
、
通
信
制
共
に
力
を
合
わ
せ

て
、
湧
心
館
高
校
全
体
の
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
と
し
て

｢

心

ワ
ク

ワ
ク

湧
心
館
高
校｣

生
徒
も
教

師
も
保
護
者
の
皆
さ
ん
、
地
域
の

方
々
も
、
本
校
に
関
わ
る
全
て
の

人
達
の
心
が
常
に
ワ
ク
ワ
ク
す
る

よ
う
な
学
校
づ
く
り
を
提
唱
さ
れ

ま
し
た
。

○
そ
こ
で
我
が
定
時
制
課
程
は
、

授
業
と
行
事
の
展
開
を
通
し
て
一

人
一
人
の
生
徒
の
自
尊
感
情
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向
上

に
取
り
組
ん
で

｢

心
ワ
ク
ワ
ク｣

の
実
現
を
目
指
し
ま
し
た
。
授
業

で
は
授
業
改
善
、
特
に
発
問
・
指

示
・
板
書
・
授
業
形
態

な
ど
を
工
夫
し
、
分
か

る
授
業
を
創
造
し
て
い

ま
す
。
行
事
で
は
、
今

年
も
定
通
体
育
大
会
、

定
通
文
化
大
会
、
校
内

に
お
い
て
の
生
活
体
験

発
表
会
と
湧
定
祭
で
の

成
功
を
最
重
点
目
標
と

し
て
、
生
徒
も
教
師
も

一
致
協
力
で
成
功
に
向
け
て
邁
進

し
ま
し
た
。

○
第
63
回
県

定
通
体
育
大

会

(

６
月)

で
は
、
生
徒

た
ち
が
輝
き

ま
し
た
。
８

月
の
全
国
大

会
に
は
、
サ
ッ
カ
ー
が
６
年
ぶ
り

に
切
符
を
手
に
し
ま
し
た
。
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
男
子
県
大
会
個
人
優
勝

の
柊
元
大
志
・
上
原
千
豊
ペ
ア
、

剣
道
男
子
個
人
３
位
の
田
中
信
之

輔
君
が
駒
を
進
め
健
闘
し
ま
し
た
。

○
校
内
生
活
体
験
発
表
大
会

(
７

月)

で
は
、
自
ら
進
ん
で
出
場
し

た
生
徒
が
増
え
て
、
大
変
盛
況
で

し
た
。
重
い
体
験
や
苦
境
を
乗
り

越
え
た
体
験
談
、
定
時
制
に
通
う

生
徒
な
ら
で
は
の
悩
み
や
苦
悩
を

明
日
へ
の
希
望
に
つ
な
げ
て
語
る

姿
に
、
共
感
と
感
動
を
誘
い
、
感

動
的
な
一
日
と
な
り
ま
し
た
。
県

大
会

(

県
定
通
文
化
大
会)

で
は

本
校
代
表
２
の
１
Ｂ
永
戸
葉
子
さ

ん
が
堂
々
の
発
表
を
し
て
、
県
代

表
に
今
一
歩
の
と
こ
ろ
ま
で
健
闘

し
ま
し
た
。

○
第
63
回
県
定
通
文
化
大
会

(

10

月)

の
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
は
、
す

で
に
恒
例
と
な

り
、
楽
し
み
に

し
て
、
こ
れ
を

目
当
て
の
来
場

者
が
い
る
太
鼓

部
が
飾
り
ま
し

た
。
勇
壮
で
魂

を
揺
さ
ぶ
る
よ

う
な
太
鼓
の
響
き
は
圧
巻
で
し
た
。

生
活
体
験
発
表
、
展
示
、
ス
テ
ー

ジ
発
表
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
な
ど

盛
り
だ
く
さ
ん
で
大
変
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。
本
校
は
ス
テ
ー
ジ
発

表
で
歌
と
演
奏
を
披
露
し
ま
し
た
。

情
報
科
学
科
の
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
シ
ョ
ッ

プ
も
盛
況
で
し
た
。
文
化
の
秋
に

相
応
し
い
正
に
文
化
の
薫
り
高
き

秋
の
一
日
に
な
り
ま
し
た
。

○
く
ま
も
と
教
育
の
日

｢

異
世
代

間
交
流
に
よ
る
地
域
の
方
と
の
調

理
交
流
会｣

(

11
月)

で
は
、
今
年

も
出
水
南
地
区
の
方
々
と
共
に

｢

寿
司｣

｢

さ
つ
ま
い
も
の
レ
モ
ン
煮｣

な
ど
の
調
理
体
験
を
通
し
て
食
文

化
の
継
承
と
地
域
と
の
交
流
を
楽

し
み
ま
し
た
。
地
域
と
の
相
互
理

解
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
深
ま
る

有
意
義
な
体
験
と
な
り
ま
し
た
。

○
第
６
回
湧
定
祭

(

11
月)

は
、

今
年
も
全
ク
ラ
ス
が
独
自
の
テ
ー

マ
を
持
っ
て
参
加
し
た
素
晴
ら
し

い
行
事
と
な
り
ま
し
た
。
生
徒
・

保
護
者
・
職
員
が
共
同
制
作
し
た

モ
ザ
イ
ク
ア
ー
ト

｢

満
開
の
桜
と

熊
本
城｣

が
ス
テ
ー
ジ
を
飾
り
ま

し
た
。
恒
例
の
竹
あ
か
り

｢

湧
定

の
灯｣

は
体
育
館
前
を
暖
か
く
照

ら
し
ま
し
た
。
年
末
に
は
校
門
付

近
を
竹
明
か
り
で
照
ら
し
て
、
地

域
の
皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で
頂
く
予

定
で
す
。
そ
の
他
に
も
、
湧
定
の

う
た
、
男
女
装
コ
ン
テ
ス
ト
、
ス

テ
ー
ジ
発
表
、
展
示
、
バ
ザ
ー
な

ど
も
大
盛
況
に
終
わ
り
ま
し
た
。
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